
時　間 ／ 時　間 ／ １３時３０分～１５時（開場は１３時）１３時３０分～１５時（開場は１３時）

講　師 ／ 降矢 哲男 講　師 ／ 降矢 哲男 氏 （京都国立博物館調査・国際連携室長京都国立博物館調査・国際連携室長）

場　所 ／ 兵庫陶芸美術館 研修棟１階 セミナー室 場　所 ／ 兵庫陶芸美術館 研修棟１階 セミナー室 

［図版右から］ ［図版右から］ 
王地山 「染付祥瑞写水指」　江戸時代後期　兵庫陶芸美術館王地山 「染付祥瑞写水指」　江戸時代後期　兵庫陶芸美術館
珉平 「色絵海老文茶碗」　江戸時代後期～明治時代前期　兵庫陶芸美術館（田中寛コレクション）珉平 「色絵海老文茶碗」　江戸時代後期～明治時代前期　兵庫陶芸美術館（田中寛コレクション）
二代 市野信水 「土風炉」　平成17年　個人蔵二代 市野信水 「土風炉」　平成17年　個人蔵
淡陶社 「伊羅保写茶碗」　明治時代～大正時代　兵庫陶芸美術館淡陶社 「伊羅保写茶碗」　明治時代～大正時代　兵庫陶芸美術館

２０２３年４月１５日（土）２０２３年４月１５日（土）

記
念
講
演
会

記
念
講
演
会

茶
の
湯
の
歴
史

茶
の
湯
の
歴
史

本講演会へのご参加は事前申込み（先着順）が必要です。詳しくは裏面をご覧ください。本講演会へのご参加は事前申込み（先着順）が必要です。詳しくは裏面をご覧ください。



氏　名 申込人数
住　所

（市区町村まで）

連絡先

◆参加申込書｜2023 年 4月 15 日（土） 記念講演会「茶の湯の歴史」

[ お申込・お問合わせ先 ]
 兵庫陶芸美術館  学芸課
〒669-2135
兵庫県丹波篠山市今田町上立杭４
 TEL　079-597-3965　
 FAX    079-597-3967　
 HP　https://www.mcart.jp

＊新型コロナウイルス感染拡大等によって、変更・中止となる場合があります。お申込み時に記入された連絡先（電話・FAX・メール
のいずれか）にお知らせしますので、必ず日中に連絡のとりやすい連絡先を、お間違いのないようご記入ください。

【個人情報の取扱い】本参加申込に係る個人情報は、お客様への「当館からの連絡・お知らせ」と、新型コロナウイルス感染拡大防止に必要な場合の

関係機関への情報提供のみに活用し、これらの目的以外には使用しません。
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Furiya
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７
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学

府
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阪
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程
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得
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学
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大
阪
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タ
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道
資
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京
都
）
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経
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現
職
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、

ン
タ
ー
、茶
道
資
料
館
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京
都
）
を
経
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現
職
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は
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陶
磁
史
、
中
世
考
古
学
、
日
本
文
化
史
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最
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が
け

陶
磁
史
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中
世
考
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学
、
日
本
文
化
史
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手
が
け
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湯
」

た
展
覧
会
「
特
別
展　
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京
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立
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０
２
２
年
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茶
道
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養
講

（
京
都
国
立
博
物
館　

２
０
２
２
年
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茶
道
教
養
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座
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中
国
朝
鮮
の
陶
磁
器
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淡
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社
、２
０
１
８
年
）

座
９　

中
国
朝
鮮
の
陶
磁
器
』（
淡
交
社
、２
０
１
８
年
）

な
ど
著
書
や
論
文
を
多
数
執
筆
。

な
ど
著
書
や
論
文
を
多
数
執
筆
。

特別展「丹波の茶道具 茶の湯を彩る兵庫のやきもの」関連事業
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講
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」

「
茶
の
湯
の
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」

　

平
安
時
代
末
期
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
喫
茶
文
化
は
、

　

平
安
時
代
末
期
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
喫
茶
文
化
は
、

時
代
を
経
な
が
ら
次
第
に
和
様
化
し
、
室
町
時
代
に
「
茶
の

時
代
を
経
な
が
ら
次
第
に
和
様
化
し
、
室
町
時
代
に
「
茶
の

湯
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と
呼
ば
れ
る
日
本
独
自
の
文
化
を
生
み
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し
ま
し
た
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湯
」
と
呼
ば
れ
る
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本
独
自
の
文
化
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
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茶
を
飲
む
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間
で
あ
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そ
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で
用
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茶
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飲
む
空
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あ
る
茶
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そ
こ
で
用

い
る
茶
道
具
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
茶
を
点
て
る
点
前
が
極
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い
る
茶
道
具
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
茶
を
点
て
る
点
前
が
極
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
国
内
外
で
注
目
を

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
国
内
外
で
注
目
を

あ
つ
め
る
茶
の
湯
の
歴
史
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
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あ
つ
め
る
茶
の
湯
の
歴
史
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
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分
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時
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開
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は
１
３
時
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修
棟
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ー
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１
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順
）
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１
０
名
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事
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込
制
・
先
着
順
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無
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無
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た
だ
し
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本
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覧
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（
当
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半
券
可
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が
必
要
で
す
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日　

時

日　

時
◆
お
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込
み
方
法　

◆
お
申
込
み
方
法　

ご
参
加
に
は
事
前
に
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。

ご
参
加
に
は
事
前
に
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。
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Ｗ
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館
ホ
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ペ
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ジ
か
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申
込
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だ
さ
い
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２
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Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｆ
Ａ
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チ
ラ
シ
下
部
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加
申
込
書
に
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え
、

チ
ラ
シ
下
部
の
参
加
申
込
書
に
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要
事
項
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ご
記
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の
う
え
、       

       

　
　
　
　

 

下
記
お
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込
み
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

下
記
お
申
込
み
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へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

３
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電 
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下
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お
電
話
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だ
さ
い
。

下
記
お
申
込
み
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
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更
・
キ
ャ
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セ
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れ
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は
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必
ず
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連
絡
く
だ
さ
い
。
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申
込
後
に
人
数
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更
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ャ
ン
セ
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さ
れ
る
場
合
は
、
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だ
さ
い
。


